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7)中村克樹 ･川島隆太 ･花揮明俊 ･佐藤磁子 ･


















































三上帝允 ･鈴木恒彦 9)･林 克樹10)･
捌 雅子10)･久保印 税11)
前頭桑に障害のある患者さんで､様々な前頭
煎機能をテストし､障苔部位と各種機能陪審との
関係を解析した｡
E)時間情報の知覚と保持に関わる動的神経回路
の解明
横井芳雄12)
刺激自体ではなくそこに内在する時間fI7報を
記但し処理する際の動的神経回路(セルアセンブ
リ)の解明を目指す｡記憶訊祖を設定し.行動訓
練を進めた｡
F)動的神経回路の検出･解析法の構築
横井芳雄
様々な記憶課題遂行中の多数ニューロン活動
や小ニューロン群の典合的活動を.脳の広範囲か
ら安定して記録し解析するための.方法や理論的
モデルについて開発した｡
G)弁別訓練が皮TI受容野の活動特性に及ぼす影
智
脇田真清
光学測定法を用いてサル祝党皮質の機能単位
の祝祭を行いつつ.弁別訓杵のパラメータを決定
した.
H)図形決別を杓う視覚tIT和処理経路の研究
栂野俊平 ･長坂泰9113)･井上雅仁 ･三上孝允
図形弁別訊増を訓純したサルに.Shape-
from-motionによる図形を用いた裸田を行わせ､
図形知党が生じる条件を調べた｡またサルの下部
側頭皮21から況RB遂行中の神経細胞活動を記録し
た｡
I)報酬や嫌悪刺激への桐邦子行状回の関与
加藤啓一郎 ･小山哲刀 ･三上帝允
アカゲザルの前部抑状回から神経細胞活動を
記録し解析を行った｡
J)アカゲザル耶4次視覚野における江忠の神経活
動に与える影野
狼改正Rlj2)･三上串允
注意が神経活動に与える影野を検討するた
め､視覚探索課越をアカゲザルに学習させた｡
K)順序情報の情報処理横柄の研究
井上雅仁 ･楼井芳雄 ･三上串允
順序情報の脳内処理機桐の解明のための学習
課REiを開発し.行動実験を行った｡
L)空間位把の短1g7記低で働く脳内部位の同定
井上雅仁 ･三上章允
空間位田の記位で働く部位をPET計測で
マッピングした｡
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